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昨
年
も
日
本
全

土
が
異
常
気
象
と

言
わ
れ
る
中
で
、
特

異
的
・
突
発
的
な
災

害
が
各
地
で
発
生
し

た
。
夏
以
降
で
も
台

風
被
害
は
も
と
よ
り
、
広
島
市
土
砂

災
害
、
御
嶽
山
噴
火
、
各
地
で
の
記

録
的
大
雪
被
害
等
々
甚
大
な
災
害
が

多
発
し
、
尊
い
人
命
を
失
う
と
共
に

多
く
の
方
々
が
被
災
し
た
。
▼
今
年

の
１
月
で
阪
神
淡
路
大
震
災
か
ら
20

年
が
経
過
し
た
。
市
街
地
に
お
け
る

火
災
被
害
と
と
も
に
、
土
砂
崩
壊
も

約
１
０
０
０
カ
所
で
発
生
し
、
多
く

の
命
を
奪
っ
た
。
現
在
地
滑
り
対
策

を
施
し
た
斜
面
に
は
シ
バ
ザ
ク
ラ
が

植
え
ら
れ
、跡
地
に
は
コ
ス
モ
ス
や
ヒ

マ
ワ
リ
の
種
も
ま
か
れ
て
い
る
。
春

に
な
れ
ば
、
約
１
万
株
に
増
え
た
シ

バ
ザ
ク
ラ
が
一
面
を
ピ
ン
ク
色
に
染

め
る
。
遺
族
が
い
つ
訪
れ
て
も
心
を

慰
め
ら
れ
る
よ
う
に
、
住
民
ら
が
四

季
折
々
の
花
の
手
入
れ
に
励
ん
で
い

る
。
こ
う
し
て
後
世
へ
の
備
え
を
語

り
継
い
で
い
る
。
▼
鹿
児
島
に
お
い

て
も
桜
島
大
正
大
噴
火
か
ら
１
０
０

年
が
過
ぎ
た
。
溶
岩
流
出
・
地
震
・

火
災
・
土
石
流
等
々
、
多
く
の
犠
牲

者
が
出
た
。
最
近
の
山
体
膨
張
も
怖

い
現
象
だ
。
１
月
に
は
大
規
模
な
避

難
訓
練
が
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
る
。

▼
鹿
児
島
は
台
風
に
よ
る
風
水
害
は

も
と
よ
り
、
大
雨
・
土
砂
崩
れ
・
川

の
氾
濫
・
竜
巻
・
地
震
等
々
あ
ら
ゆ

る
災
害
が
起
き
て
い
る
。
▼
「
災
害

は
忘
れ
た
こ
ろ
に
」
と
言
う
が
、
決

し
て
風
化
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。
忘

れ
る
こ
と
な
く
備
え
・
守
る
た
め
に

語
り
継
が
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
と
も
に
運
動
す
る
主
体
」
と
し
て
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
労
働
者
自
主
福
祉
運
動

　
労
働
者
福
祉
協
議
会
で
は
、「
労
働
組
合
と
事
業
団
体
が
『
と
も
に
運
動
す
る
主
体
』
と
し
て
の
関
係

の
再
構
築
を
は
か
り
、
組
合
員
の
利
用
促
進
や
共
助
拡
大
に
つ
な
げ
る
」
こ
と
を
目
的
に
、
労
働
金
庫
、

全
労
済
の
利
用
促
進
運
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
戦
後
、
火
災
な
ど
の
保
険

は
高
額
で
一
般
の
労
働
者
は

利
用
で
き
ず
、
火
災
が
発
生

す
る
と
生
活
困
難
に
直
面
す

る
人
々
も
多
く
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
労
働
者
の
「
も

し
も
の
時
の
保
障
」
と
し
て

労
働
者
共
済
が
生
ま
れ
ま
し

た
。

行
」
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。

　
労
働
金
庫
や
全
労
済
の
設
立
当

時
は
、
労
働
組
合
役
員
と
事
業
団

体
職
員
が
一
体
と
な
っ
て
組
合
員

を
オ
ル
グ
し
、
普
及
活
動
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
近
年
は
事
業
団
体
と

労
働
組
合
の
関
係
が
、
あ
た
か
も

「
業
者
」
と
「
お
客
さ
ま
」
の
関

係
に
変
容
し
て
き
た
の
で
は
な
い

か
と
い
う
指
摘
を
数
多
く
受
け
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
た
と
え
ば

事
業
団
体
職
員
で
は
「
オ
ル
グ
に

い
く
」
か
ら
「
営
業
に
行
く
」、「
お

疲
れ
さ
ま
」
か
ら
「
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
」
へ
な
ど
。
労
働

組
合
で
は
曰
く
「
サ
ー
ビ
ス
が
悪

い
ぞ
」
と
い
う
こ
と
な
ど
で
す
。

　
も
ち
ろ
ん
商
品
の
優
位
性
は
常

に
市
場
で
比
較
さ
れ
、
そ
れ
に
対

抗
し
て
い
く
の
は
当
然
で
す
。
し

か
し
販
売
（
普
及
）
手
法
ま
で
対

抗
し
て
い
く
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
組
合
員
（
会
員
）
が
そ
の
主

た
る
対
象
者
で
あ
り
、
組
合
員
も

ま
た
事
業
を
支
え
る
主
体
者
な
の

で
す
。

　
ま
た
協
働
事
業
で
生
じ
た
剰
余

金
は
、
す
べ
て
組
合
員
へ
の
還
元

と
積
立
金
に
充
て
ら
れ
ま
す
。
暮

ら
し
の
向
上
を
第
一
に
す
る
か
ら

こ
そ
品
質
や
安
全
性
に
徹
底
的
に

こ
だ
わ
り
、
組
合
員
と
の
信
頼
関

係
を
大
切
に
し
ま
す
。
そ
こ
に
協

同
組
合
経
済
（
労
働
者
自
主
福
祉

事
業
）
の
優
位
性
が
あ
り
ま
す
。

　
今
後
も
勤
労
者
の
身
近
な
助
け

合
い
で
あ
る
労
金
・
全
労
済
な
ど

が
労
働
組
合
・
組
合
員
自
身
の
運

動
で
あ
る
こ
と
を
再
確
認
し
、
共

助
と
し
て
の
労
働
者
自
主
福
祉
事

業
の
役
割
と
使
命
を
原
点
に
立
ち

返
っ
て
考
え
、
自
助
・
公
助
・
共

助
の
バ
ラ
ン
ス
あ
る
社
会
へ
向
け

て
積
極
的
な
運
動
展
開
を
行
い
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

情報労連日高議長（左）へ要請する東理事長（中央）と岡理事（右）

労
働
者
共
済
の
成
り
立
ち

　
労
働
金
庫
は
、
質
屋
と
高

利
貸
し
か
ら
の
解
放
を
め
ざ

し
た
「
労
働
者
の
労
働
者
に

よ
る
労
働
者
の
た
め
の
銀

労
働
金
庫
の
成
り
立
ち
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「
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催

し
ま
し
た
！
！
」

川
内
支
店
推
進
委
員
会

最寄りの各支店まで
お問合せください。

「
参
加
者
が
３
０
０
名
を
超
え

ま
し
た
！
」

『
じ
ゃ
が
い
も
掘
り
だ
よ
！ 

全
員
集
合
�
』

鹿
児
島
支
店
／
３
地
域
推
進
委
員
会

　
11
月
29
日
、
鹿
児
島
支
店
で

は
鹿
児
島
・
日
置
・
指
宿
の

３
地
域
推
進
委
員
会
合
同
の

『
じ
ゃ
が
い
も
掘
り
＆
お
楽
し

み
抽
選
会
』
を
指
宿
市
開
聞
町

で
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、

26
会
員
３
０
３
名
（
大
人
２
１

８
名
・
子
供
85
名
）
と
家
族
を

含
め
多
く
の
方
々
に
参
加
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
指
宿
で
の
じ
ゃ
が
い
も
掘
り

は
今
回
で
４
回
目
と
な
り
、回
を

重
ね
る
毎
に
参
加
者
が
増
加
し

て
お
り
、毎
回
参
加
す
る
リ
ピ
ー

タ
ー
も
多
く
、好
評
の
イ
ベ
ン
ト

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
イ
ベ
ン
ト
は
、
地
元
の
実
行

委
員
に
よ
る
＂
採
れ
た
て
蒸
か

し
じ
ゃ
が
い
も
＂
の
振
る
舞
い

に
始
ま
り
、
家
族
や
仲
間
と
一

緒
に
な
っ
て
じ
ゃ
が
い
も
掘
り

に
汗
を
流
し
ま
し
た
。
収
穫
後

は
、会
場
を
移
し
、参
加
者
間
の

交
流
を
図
り
つ
つ
昼
食
を
い
た

だ
き
、
お
待
ち
か
ね
の
抽
選
会

で
子
供
か
ら
大
人
ま
で
大
い
に

盛
り
あ
が
り
ま
し
た
。

▶「じゃがいも掘り」の風景

◀「お楽しみ抽選会」では新鮮野菜が
プレゼント

　
11
月
22
日
、
川
内
支
店
推
進

委
員
会
は
、
い
ち
き
串
木
野
市

で
10
会
員
88
名
の
参
加
の
も

と
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　
前
日
は
、
雨
で
天
候
が
心
配

さ
れ
ま
し
た
が
、
当
日
は
雲
ひ

と
つ
な
い
秋
晴
れ
で
、
眺
め
の

よ
い
コ
ー
ス
で
、
子
供
か
ら
年

配
の
方
ま
で
気
持
ち
よ
く
プ

レ
ー
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

昼
食
の
あ
と
は
成
績
発
表
が
行

わ
れ
、
順
位
ご
と
に
豪
華
賞
品

が
あ
り
、
楽
し
い
一
日
と
な
り

ま
し
た
。

ナイスショット！  快調にスタート！

成績発表・表彰式
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「
大
隅
半
島
周
遊
の
旅　

１
泊

２
日
」
を
開
催
し
ま
し
た
！

川
薩
地
区
ろ
う
き
ん
友
の
会

　
川
内
支
店
の
川
薩
地
区
ろ
う

き
ん
友
の
会
は
、
11
月
11
～
12

日
に
か
け
て
20
名
参
加
の
も

と
、
大
隅
半
島
周
遊
の
旅
へ
と

出
か
け
ま
し
た
。

　
１
日
目
は
垂
水
千
本
イ
チ
ョ

ウ
を
目
指
し
南
下
し
ま
し
た

が
、
残
念
な
が
ら
イ
チ
ョ
ウ
の

黄
葉
は
見
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
の
後
、
鹿
屋
バ

ラ
園
を
見
学
し
ま
し
た
。
あ
い

に
く
の
小
雨
模
様
で
し
た
が
、

雨
に
ぬ
れ
た
バ
ラ
も
趣
が
あ
り

綺
麗
で
し
た
。

　
２
日
目
は
、
内
之
浦
ロ
ケ
ッ

ト
基
地
・
花
瀬
公
園
・
神
川
大

滝
公
園
を
回
り
ま
し
た
。道
中
、

バ
ス
の
中
で
は
、
ガ
イ
ド
顔
負

け
の
即
席
バ
ス
ガ
イ
ド
が
続
々

登
場
し
、
ま
た
夜
は
カ
ラ
オ
ケ

で
盛
り
上
が
り
、
楽
し
い
旅
行

で
次
回
の
旅
も
大
い
に
期
待
で

き
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　
12
月
21
日
、鹿
児
島
支
店
は
、

鹿
児
島
市
で
鹿
児
島
／
日
置
地

域
青
年
・
女
性
推
進
委
員
会
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
鹿
児
島
支

店
内
15
会
員
よ
り
２
５
３
名
が

参
加
さ
れ
、「
清
掃
活
動
」と「
異

業
種
交
流
会
」を
行
い
ま
し
た
。

開
会
に
あ
た
り
、
平
山
推
進
委

員
長
（
鹿
児
島
市
職
労
）
の
挨

拶
を
受
け
、
甲
突
川
周
辺
の
清

掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の

後
、「
か
ご
っ
ま
ふ
る
さ
と
屋

台
村
」
の
屋
台
23
店
舗
を
貸
切

り
、
異
業
種
交
流
会
を
行
い
ま

し
た
。
交
流
会
で
は
、
ツ
カ
エ

ル
さ
ん
を
探
す
宝
探
し
ゲ
ー
ム

や
ろ
う
き
ん
ク
イ
ズ
に
よ
る
抽

選
会
を
行
い
、
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
多

数
の
方
に
参
加
を
い
た
だ
き
、

イ
ベ
ン
ト
の
目
的
で
あ
っ
た
職

場
・
業
種
を
越
え
た
参
加
者
間

九
州
ろ
う
き
ん
・

　
　
　
　

か
ご
し
ま
祭
り

～
屋
台
村
で
ろ
う
き
ん
を
語
ろ
う
～

　
　

 

鹿
児
島
／
日
置
地
域

青
年
・
女
性
推
進
委
員
会

総勢253人での清掃活動異業種交流会in かごっまふるさと屋台村

の
交
流
、
ま
た
ろ
う
き
ん
・
ツ

カ
エ
ル
さ
ん
を
知
っ
て
も
ら
う

絶
好
の
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
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2013年
12月

2014年
5月末

2014年
11月末

2015年
5月末

第Ⅰ期
実行期間

第Ⅱ期
実行期間

第Ⅲ期
実行期間

「職域での重点活動」「地域での重点活動」「共済代理店」の取り組み

 

【
１
つ
で
も
該
当
す
る
場
合
は
、

　

ぐ
り
ん
ぼ
う
各
店
舗
へ
ご
来
店
く
だ
さ
い
】

□
保
障
内
容
が
わ
か
ら
な
い
。

□
無
駄
な
保
障
を
見
直
し
た
い
。

□
家
族
が
増
え
た
。

□
新
し
い
車
を
購
入
す
る
予
定
。

□
住
宅
の
保
障
を
充
実
し
た
い
。

<重点共済の推進>

<取り組み期間>

全
国
統
一
店
舗
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
開
催
に
つ
い
て

全
労
済
鹿
児
島
創
立
55
周
年

事
業
計
画
の
取
り
組
み

　
全
労
済
鹿
児
島
県
本
部
で
は
、「
全
労
済
鹿
児
島
創
立
55

周
年
事
業
計
画
」
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
２
０
１
５
年
５
月
末
日
ま
で
の
期
間
と
な
り
ま
す
の
で
、

最
後
ま
で
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

全
労
済
鹿
児
島
創
立
55
周
年
記
念

「
音
楽
の
絵
本
コ
ン
サ
ー
ト
」

お
申
し
込
み
の
お
礼

　
全
労
済
鹿
児
島
創
立
55
周
年
記
念
「
音
楽
の
絵
本
コ
ン

サ
ー
ト
」
へ
多
数
の
お
申
し
込
み
を
い
た
だ
き
、あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
発
表
は
招
待
券
の
発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
※
３
月
上
旬
発
送
予
定
。

　
２
０
１
５
年
３
月
１
日
～
３
月
31
日
ま
で
、

全
労
済
総
体
と
し
て
、「
全
国
統
一
店
舗
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
を
開
催
し
ま
す
。

　「
今
の
保
障
で
問
題
な
い
の
か
」「
保
障
を
見

直
す
方
法
が
わ
か
ら
な
い
」
等
、保
障
に
関
す

る
素
朴
な
疑
問
を
ぐ
り
ん
ぼ
う
店
舗
で
解
決

し
ま
せ
ん
か
？

　「
気
軽
に
・
何
で
も
・
何
度
で
も
相
談
で
き

る
『
親
切
で
頼
れ
る
店
舗
』」
を
合
言
葉
に
、

ぐ
り
ん
ぼ
う
鹿
児
島
・
鹿
屋
・
奄
美
の
ス
タ
ッ

フ
一
同
、心
よ
り
ご
来
店
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

　
※�

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
、来
店
者
へ
粗
品

を
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

　
自
賠
責
共
済
（
保
険
）
の
継
続

手
続
き
の
漏
れ
防
止
等
を
目
的
に

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
に
「
自
賠

責
共
済(

保
険)

満
期
ア
ン
ケ
ー
ト
」

を
取
り
組
み
ま
す
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
す
と
、自
賠
責
共
済
（
保
険
）

の
満
期
日
２
～
３
カ
月
前
に
全
労

済
か
ら
継
続
の
ご
案
内
を
郵
送
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

☆キャンペーン期間中に☆

期
間
：
２
０
１
５
年
３
月
１
日
～
31
日

自
賠
責
共
済
（
保
険
）
満
期
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
し
ま
す

ご案内

特に原付・自動二輪の継続漏れにご注意！

アンケート

手続き案内
継続手続き安心運転

これで継続漏れも防げます！

特に原付・自動二輪の継続漏れにご注意！

アンケート

手続き案内
継続手続き安心運転

これで継続漏れも防げます！

特に原付・自動二輪の継続漏れにご注意！
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指定整備工場名 住所 電話番号 指定整備工場名 住所 電話番号

(有)米沢自動車 鹿児島市伊敷6-12-15 099-229-2727 (有)中村モータース 薩摩川内市西開聞町11-29 0996-22-2168

(有)岩﨑自動車工場 鹿児島市伊敷1-7-47 099-220-3524 新盛自動車 薩摩川内市都町7387-1 0996-23-9010

(株)並松自動車松原工場 鹿児島市松原町15-13 099-223-3286 ドウワキ自動車販売（有） 出水市下知識町1712 0996-67-1173

(有)ハマダ技研 鹿児島市広木2-17-11 099-264-4137 (有)田口商会 出水市昭和町13-6 0996-62-0173

(有)下島自動車 鹿児島市宇宿1-53-10 099-251-5121 (有)内山モータース 薩摩郡さつま町宮之城屋地1493-10 0996-53-0408

(有)錦江カークリニック 鹿児島市小原町18-20 099-269-5133 (有)上園自動車 霧島市国分中央5-8-13 0995-45-0484

(株)マスヤマ 鹿児島市上福元町6647-4 099-284-9633 (有)中間モータース 姶良郡加治木町朝日町156 0995-63-2229

(有)イトウ 西之表市西之表14408 0997-22-0222 (株)新園自動車 姶良郡湧水町北方2024 0995-74-3629

(有)藤村自動車 熊毛郡屋久島町宮之浦1261-51 0997-42-1075 (有)内村自動車 伊佐市大口小木原422 0995-22-2060

(株)タイガーオート 鹿児島市山田町685 099-275-2800 (有)芝自動車整備工場 霧島市隼人町内1323 0995-42-0143

(有)国料オートサービス 鹿児島市東坂元4-8-15 099-247-0145 (有)スエハル自動車 姶良市三拾町920-1 0995-65-4718

(有)福重モーターランド 鹿児島市川上町2660-1 099-243-6331 (有)深水鈑金塗装 肝属郡肝属町富山字上辻483-1 0994-65-1388

(株)共栄自動車サービス 鹿児島市谷山港2-4-25 099-261-8536 (株)オートギャラリー鹿児島 肝属郡東串良町岩弘2659 0994-63-5634

(有)西之表自動車整備工場 西之表市西之表14176 0997-22-1285 (有)はらいがわ自動車 鹿屋市上祓川町8244-2 0994-43-4892

(名)平和モータース 西之表市西之表14415-11 0997-22-1171 宮田自動車整備工揚 鹿屋市寿2-7-23 0994-44-9193

(有)牧瀬自動車 熊毛郡中種子町野間4193 0997-27-0344 (有)平川自動車 曽於市末吉町諏訪方7324-1 0986-76-1649

(有)中村自動車 熊毛郡南種子町中之上2756-1 0997-26-0314 (有)小野自動車工業 奄美市名瀬小宿172-1 0997-54-8311

(有)ケーエムオート 熊毛郡屋久島町楠川574-14 0997-42-1268 (有)BODYSHOP ヒサオ 奄美市名瀬鳩浜町50-2 0997-52-4755

(有)マイカーボデー有村 日置市吹上町今田275 099-296-3445 (株)フジタ自動車 奄美市笠利町和野1403 0997-63-1405

(有)高城鈑金塗装工場 南さつま市加世田唐仁原1932-2 0993-53-2218 (資)要モータース 大島郡瀬戸内町阿木名188－3 0997-72-0035

(有)川口モータース 指宿市十町1893-2 0993-23-4161 (有)園田モータース 大島郡喜界町赤連2400 0997-65-1551

(有)馬場自動車整備工場 南九州市頴娃町牧之内1887-1 0993-36-0254 株式会社モリ 大島郡徳之島町亀津128-3 0997-82-1335

(有)伊集院自動車整備工場 日置市伊集院町郡1582 099-273-2120 徳之島総合陸運(株) 大島郡徳之島町亀津5006 0997-82-1211

重田モータース 枕崎市立神本町510 0993-72-1662 (有)上門自動車商会 大島郡伊仙町検福444-6 0997-86-3677

永田モータース 南さつま市加世田唐仁原821-1 0993-52-7940 (株)ホンダプリモ大島 大島郡和泊町古里209 0997-92-3504

(有)昭和モーター いちき串木野市住吉町12 0996-32-2327 (有)阿三自動車 大島郡伊仙町阿三1452 0997-86-2283

(有)太陽自動車 いちき串木野市照島5092-5 0996-32-1521 ツタエ自動車 奄美市名瀬小浜町22-4 0997-52-3878

(有)深水モータース 大島郡喜界町中間1026 0997-65-0354

全
労
済
指
定
整
備
工
場
が

安
心
カ
ー
ラ
イ
フ
を
サ
ポ
ー
ト
�

＜お見積もりの流れ＞
　
全
労
済
指
定
整
備
工
場
で
は
、組
合
員

の
愛
車
の
各
種
点
検
整
備
や
車
検
等
、丁

寧
な
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
お
車
に
関
わ
る
こ
と
は
ど
ん
な
些
細
な

こ
と
で
も
県
内
55
の
全
労
済
指
定
整
備

工
場
ま
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
お
見
積
も
り
は
手
軽
な
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
お
勧
め
し
ま
す
。
　

　
今
回
で
３
回
目
と
な
る
「
ち
び
っ
こ
フ
ッ
ト
サ
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
を
２
０
１
５
年
１
月
12
日
（
月
・
祝
）
に
ア
ー
バ
ン
ウ
ェ
ル
ネ

ス
ク
ラ
ブ
・
エ
ル
グ
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、子
ど
も
た
ち
の
元
気
で
プ
ロ
顔
負
け
の
好
プ
レ
ー
も
続

出
し
、大
盛
況
の
う
ち
に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
全
労
済
で
は
、地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
を
展
開
し
、地
域

に
お
け
る
全
労
済
・
ぐ
り
ん
ぼ
う
の
認
知
度
向
上
と
子
ど
も
の
健
全

育
成
に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

全
労
済
プ
レ
ゼ
ン
ツ

　
「
第
３
回
ち
び
っ
こ
フ
ッ
ト
サ
ル

　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
５
」
の
開
催
報
告

【
大
会
概
要
】

　
■
参
加
チ
ー
ム
（
人
数
）

　
　
　
　
35
チ
ー
ム
（
２
６
１
人
）

　
■
ク
ラ
ス

　
　
　
　
Ｕ
―
12
（
小
学
校
５
・
６
年
）

　
　
　
　
Ｕ
―
10
（
小
学
校
３
・
４
年
）

　
　
　
　
Ｕ
―
８
（
小
学
校
１
・
２
年
）

　
■
後
援

　
　
　
　
鹿
児
島
県
サ
ッ
カ
ー
協
会

全労済では、日本サッカーリーグ協会の ｢Ｕー12サッカーリーグ｣
の特別協賛をおこなっております。
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臨床心理士　山藤奈穂子

　
Ｑ
　
心
の
病
を
予
防

す
る
方
法
や
発
想
力
が

あ
る
と
聞
き
ま
し
た
。

　
Ａ
　「
楽
観
力
」
に

つ
い
て
は
以
前
話
し
た

と
思
い
ま
す
。
こ
の
力

と
関
連
し
て
「
未
来
志

向
」
と
「
目
標
を
持
つ
」

力
も
大
切
で
す
。
例
え

ば
、
同
じ
単
純
作
業
を

し
て
い
る
２
人
が
い
ま

す
。
一
人
は
「
つ
ま
ら

な
い
。
な
ん
で
こ
ん
な

こ
と
を
し
な
く
ち
ゃ
い

け
な
い
ん
だ
ろ
う
」
と

考
え
、も
う
一
人
は「
数

カ
月
が
ん
ば
っ
て
、
そ
の
お
金
で
ハ

ワ
イ
に
行
く
」「
１
年
後
に
は
、
こ

の
経
験
を
ベ
ー
ス
に
、
や
り
が
い
を

感
じ
ら
れ
る
仕
事
に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
し
よ
う
」
と
前
向
き
で
す
。

こ
の
２
人
で
は
心
身
の
健
康
度

が
異
な
っ
て
く
る
の
で
す
。

　
Ｑ
　
も
ち
ろ
ん
、
前
向
き
な

人
の
方
が
健
康
？

　
Ａ
　
未
来
の
自
分
の
姿
を

イ
ネ
ー
ジ
し
、
目
標
を
設
定
で

き
る
人
は
、
過
酷
な
状
況
下
に

あ
っ
て
も
、
生
き
延
び
る
力
が

強
い
の
は
明
ら
か
で
す
。

　
Ｑ
　
目
標
は
ど
ん
な
も
の
で

も
い
い
の
で
し
ょ
う
か
？

　
Ａ
　
よ
り
快
適
な
状
態
に
つ

な
が
る
よ
う
な
目
標
、例
え
ば
、

欲
し
い
も
の
を
買
う
、
旅
行
に

行
く
と
い
っ
た
一
時
的
な
喜
び

で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
さ
ら
に

効
果
が
あ
る
の
は
人
生
の
充

実
感
に
つ
な
が
る
目
標
で
す
。

生
き
が
い
や
や
り
が
い
、
自
己

の
成
長
、
人
に
感
謝
さ
れ
る
と

い
っ
た
目
標
を
思
い
描
く
こ
と

が
大
切
で
す
。
例
え
ば
、
職
場

で
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
受

け
て
い
て
も
、
家
で
は
新
し
い

料
理
を
作
っ
て
家
族
に
喜
ば
れ

る
。
楽
器
を
マ
ス
タ
ー
し
、
学

校
や
病
院
で
演
奏
し
て
た
く
さ

ん
の
人
を
幸
せ
な
気
持
ち
に
さ

せ
る
。
生
き
る
喜
び
が
感
じ
ら

れ
ま
せ
ん
か
？

幸せになる思考力（３）

ニュース・
ワード

セクストーション

み
出
す
機
能
が
あ
り
、
そ
の
連
絡
先

に
動
画
を
ば
ら
ま
く
と
脅
し
、
金
銭

を
要
求
し
て
く
る
と
い
い
ま
す
。

　

Ｉ
Ｐ
Ａ
で
は
こ
う
し
た
被
害
を
防

ぐ
た
め
、
信
頼
の
お
け
な
い
ア
プ
リ

を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
な
い
よ
う
注
意

を
促
し
て
い
ま
す
。

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・
サ
ー

ビ
ス
）
で
知
り
合
っ
た
異
性

か
ら
、
裸
の
映
像
な
ど
を
ネ

タ
に
脅
さ
れ
る
「
セ
ク
ス

ト
ー
シ
ョ
ン
（
性
的
脅
迫
）」

の
被
害
が
急
増
し
て
い
ま

す
。

　

独
立
行
政
法
人
情
報
処
理

推
進
機
構
（
Ｉ
Ｐ
Ａ
）
に
よ

る
と
、
加
害
者
は
お
互
い
の

裸
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ビ

デ
オ
通
話
ア
プ
リ
を
使
っ
て

見
せ
合
お
う
と
持
ち
掛
け
て

映
像
を
録
画
。
加
害
者
が
イ
ン
ス

ト
ー
ル
を
勧
め
る
ビ
デ
オ
通
話
ア
プ

リ
に
は
相
手
の
電
話
帳
デ
ー
タ
を
盗

読
　
者

か
ら
の

声
　

187

　
今
年
の
１
月
ス
マ
ホ
に
替
え
ま

し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
慣
れ
ぬ
今
日

こ
の
頃
で
す
。
時
代
の
流
れ
に
つ

い
て
い
け
な
い
で
す
ネ
�

（
枕
崎
市
・
男
性
）

　
私
だ
け
か
と
心
配
し
て
い
た
け

ど
、
周
り
の
み
ん
な
が
「
正
月
に

太
っ
た
」
と
い
う
の
を
聞
い
て
安

心
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
健
康
の

た
め
に
皆
さ
ん
歩
き
ま
し
ょ
う
。（
３

日
か
な
？
）　
　
（
指
宿
市
・
女
性
）

　
非
正
規
で
働
く
人
が
40
％
近
く
も

い
ら
っ
し
ゃ
る
雇
用
環
境
の
こ
と
、

本
当
に
ビ
ッ
ク
リ
で
、
労
働
者
と
し

て
は
不
満
に
尽
き
ま
す
。そ
ん
な
中
、

「
奨
学
金
」
の
返
済
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
若
い
人
達
が
た
く
さ
ん
い

る
と
思
う
と
、
世
の
中
本
当
に
お
か

し
い
。
恵
ま
れ
な
い
人
は
い
つ
ま
で

も
恵
ま
れ
な
い
よ
う
で
ク
ヤ
シ
イ
。

（
南
さ
つ
ま
市
・
男
性
）

　
冬
場
は
日
照
時
間
も
短
く
、
体
調

も
崩
し
が
ち
で
、
憂
鬱
な
気
持
ち
に

な
り
や
す
い
で
す
よ
ね
。「
楽
観
力
」

を
身
に
つ
け
る
た
め
の
「
い
い
こ
と

日
記
」、
新
年
か
ら
始
め
て
み
よ
う

か
な
？
　
と
思
い
ま
し
た
。
２
０
１

５
年
も
楽
し
い
記
事
に
期
待
し
て
い

ま
す
。
　
　（
鹿
児
島
市
・
女
性
）

　
豊
か
に
な
る
一
方
だ
と
誰
も
が

信
じ
て
い
た
高
度
成
長
期
に
、
今

の
よ
う
な
格
差
社
会
を
想
像
し

た
人
が
い
た
で
し
ょ
う
か
。
コ
ン

ビ
ニ
で
ゴ
ミ
箱
を
あ
さ
り
、
飲
み

残
し
の
ジ
ュ
ー
ス
を
飲
ん
で
い
た

ホ
ー
ム
レ
ス
の
人
の
姿
が
頭
か
ら

離
れ
ま
せ
ん
。（鹿

児
島
市
・
女
性
）

　
Ｈ
27
年
に
65
歳（
前
期
高
齢
者
）

に
な
り
ま
す
。何
歳
に
な
っ
て
も
、

誰
か
と
力
を
合
わ
せ
て
社
会
の
一

員
と
し
て
生
き
て
い
き
た
い
。
誰

か
の
役
に
立
つ
こ
と
を
し
て
い
き

た
い
。
そ
ん
な
高
齢
者
に
な
り
た

い
と
思
い
ま
し
た
。

（
出
水
市
・
女
性
）
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南薩地域労福協 
会　長

木ノ脇　智博

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
昨
年
は
、
故
松
下
忠
洋
さ
ん
が

語
っ
た
「
ア
メ
リ
カ
み
た
い
な
国
に

は
し
た
く
な
い
」
と
い
う
言
葉
を
強

く
か
み
し
め
た
年
で
も
あ
り
ま
し

た
。

　
拡
大
し
て
い
く
社
会
的
・
経
済
的

格
差
は
子
ど
も
達
に
も
及
び
、
そ
の

貧
困
率
は
、
先
進
国
の
中
で
も
最
悪

の
地
位
に
あ
り
ま
す
。「
子
育
て
は

親
の
責
任
」
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
そ

の
親
の
「
生
き
る
権
利
」
が
奪
わ
れ

て
い
る
の
が
今
の
日
本
で
す
。

　
我
々
労
働
者
に
と
っ
て
、
厳
し
い

情
勢
は
ま
だ
ま
だ
続
き
ま
す
が
、
南

薩
地
協
も
皆
さ
ん
と
共
に
頑
張
っ
て

い
き
ま
す
。

地
域
労
福
協
会
長
か
ら

　
　
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

（
前
号
か
ら
つ
づ
く
）

歴
史
探
訪
in
福
山
２
０
１
４

姶
良
伊
佐
地
域
労
福
協

　
10
月
18
日
土
曜
日
に
開
催
し
た
歴
史

探
訪
で
訪
れ
た
旧
田
中
別
邸（
海
運
業
、

私
立
福
山
中
学
校
を
創
立
し
た
故
田
中

省
三
氏
が
建
造
し
た
別
邸
）
は
、県
の

有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
別
邸
は
、座
敷
と
次
の
間
・
洋
間
・

居
住
部
分
・
台
所
・
蔵
か
ら
構
成
さ

れ
、桜
島
を
眺
望
で
き
る
空
間
に
な
っ

て
お
り
、案
内
人
の
説
明
に
参
加
者
は

聞
き
い
っ
て
ま
し
た
。

　
壺
畑
で
は
昼
食
を
と
り
な
が
ら
話

が
は
ず
み
ま
し
た
。

　
黒
酢
の
名
前
は
談
笑
中
に
生
ま
れ

た
そ
う
で
す
。
福
山
町
は
三
方
を
丘

に
囲
ま
れ
南
向
き
の
斜
面
に
位
置
し

て
い
る
た
め
年
間
平
均
気
温
は
18
・
７

度
と
「
く
ろ
ず
」
の
発
酵
に
適
し
た

土
地
柄
で
す
。

　
宮
浦
宮
境
内
に
あ
る
夫
婦
銀
杏
は
、

日
本
で
一
番
大
き
な
銀
杏
の
木
だ
そ

う
で
す
。

　
松
下
美
術
館
は
、
１
号
館
か
ら
６

号
館
ま
で
あ
り
１
号
館
は
か
ご
し
ま

ゆ
か
り
の
作
家
の
作
品
が
展
示
し
て

あ
り
ま
す
。
２
号
館
は
シ
ェ
ル
タ
ー
、

３
号
館
は
中
近
東
資
料
館
、
４
号
館

は
日
本
画
・
掛
軸
、
５
号
館
は
民
俗

資
料
館
、６
号
館
は
貸
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に

な
っ
て
い
ま
す
。
参
加
者
全
員
素
晴

ら
し
い
一
日
に
な
っ
た
と
感
激
し
て
い

ま
し
た
。

は
い
い
経
験
と
な
り
、
自
分
た
ち
で

作
っ
た
料
理
は
ま
た
一
段
と
お
い
し

か
っ
た
よ
う
で
、皆
さ
ん
完
食
し
て
い

ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
方
は
、「
面
白

い
先
生
で
楽
し
か
っ
た
。
と
て
も
い
い

内
容
だ
っ
た
の
で
、ぜ
ひ
ま
た
参
加
し

た
い
�
」「
簡
単
で
お
い
し
く
出
来
た

の
で
、ま
た
家
で
作
り
ま
す
�
」
等
の

意
見
を
い
た
だ
き
、楽
し
い
料
理
教
室

と
な
り
ま
し
た
。

で
心
肺
停
止
の
人
を
発
見
し
た
場
合

を
想
定
し
、心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
＋
人
工

呼
吸
＋
Ａ
Ｅ
Ｄ
に
よ
る
蘇
生
方
法
を
学

び
ま
し
た
。
最
初
は
緊
張
し
て
い
た
方

も
消
防
職
員
の
わ
か
り
や
す
い
適
切

な
指
導
で
、時
間
の
経
過
と
と
も
に
ス

ム
ー
ズ
な
動
き
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、屋
久
島
電
工
で
は
、数
カ
月

に
１
度
、会
社
の
事
務
所
で
３
時
間
程

度
の
講
習
を
受
け
て
お
り
、落
ち
着
い

た
慣
れ
た
手
つ
き
で
蘇
生
作
業
を
行

い
、皆
の
手
本
と
な
り
ま
し
た
。

　
屋
久
島
町
へ
は
、多
く
の
方
が
登
山

を
目
的
と
し
て
来
ら
れ
ま
す
の
で
、想

定
し
た
よ
う
な
事
が
起
こ
ら
な
い
と

も
限
り
ま
せ
ん
。

　
も
し
、そ
の
よ
う
な
場
面
に
遭
遇
し

た
ら
迅
速
に
対
応
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。

　
最
後
に
、
今
後
も
繰
り
返
し
受
講

す
る
こ
と
で
ス
キ
ル
が
上
が
る
こ
と

と
思
い
ま
す
の
で
労
福
協
と
し
て
も

度
々
開
催
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
参

加
さ
れ
た
皆
さ
ま
ど
う
も
お
疲
れ
さ

ま
で
し
た
。

料
理
教
室

大
隅
地
域
労
福
協

　
大
隅
地
域
労
福
協
は
11
月
22
日

（
土
）
10
時
よ
り
、鹿
屋
市
東
学
習
地

区
セ
ン
タ
ー
に
講
師
の
小
玉
裕
子
さ

ん
を
迎
え
、
22
名
（
う
ち
子
供
６
名
）

の
参
加
者
で
料
理
教
室
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
今
回
は
、家
庭
で
簡
単
に
出
来
る
料

理
と
お
菓
子
作
り
と
い
う
事
で
、里
芋

と
き
の
こ
の
グ
ラ
タ
ン
・
チ
キ
ン
の
カ

リ
カ
リ
焼
き
・
は
く
さ
い
と
り
ん
ご
の

サ
ラ
ダ
・
り
ん
ご
ケ
ー
キ
の
４
品
を
作

り
ま
し
た
。
グ
ラ
タ
ン
は
普
通
、小
麦

粉
を
使
い
ホ
ワ
イ
ト
ソ
ー
ス
を
作
る
の

で
す
が
、小
麦
粉
の
代
わ
り
に
里
芋
を

茹
で
て
つ
ぶ
し
牛
乳
と
混
ぜ
、ホ
ワ
イ

ト
ソ
ー
ス
を
作
っ
た
の
で
と
て
も
ヘ
ル

シ
ー
で
体
に
よ
さ
そ
う
と
、参
加
者
の

会
話
も
弾
み
、参
加
し
た
子
ど
も
た
ち

も
、お
母
さ
ん
や
お
父
さ
ん
と
協
力
し

て
一
生
懸
命
作
っ
て
い
ま
し
た
。

　
普
段
あ
ま
り
料
理
を
し
な
い
男
性

Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
会

熊
毛
地
域
労
福
協

　
11
月
15
日
（
土
）
午
後
１
時
、
宮

之
浦
体
育
館
で
、Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
55
名
、
久
保
田
副
会
長

の
あ
い
さ
つ
の
後
、熊
毛
地
区
消
防
組

合
屋
久
島
北
分
遣
所
職
員
４
名
の
指

導
の
も
と
、Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
っ
た
救
急
指

導
を
受
け
ま
し
た
。

　
大
人
男
性
・
大
人
女
性
・
子
ど
も

の
３
体
の
人
形
を
使
い
、身
近
な
場
所
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〔
解
答
〕
は
必
ず
ハ
ガ
キ
で
、
住
所
、

名
前
、
職
場
名
、
郵
便
番
号
を
明
記

の
こ
と
。
１
人
１
通
に
限
り
ま
す
。

な
お
、
労
福
協
各
団
体
に
対
す
る
ご

意
見
な
ど
も
お
書
き
く
だ
さ
い
。
締

め
切
り
は
２
０
１
５
年
３
月
９
日
必

着
。
今
回
も
20
人
の
方
に
賞
品
を
進

呈
し
ま
す
。

〔
送
り
先
〕
〒
890
‐
00
　64
鹿
児
島
市

鴨
池
新
町
五
‐
七
‐
六
〇
三
　
鹿
児

島
県
労
福
協
「
ク
イ
ズ
」
係

　
１
月
号
の
ク
イ
ズ
の
答
え

　
多
数
の
応
募
を
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
応
募
総
数
は

１
１
６
通
で
、
１
１
５
通
が
正
解
で

し
た
。
厳
正
な
抽
選
の
結
果
、
下
記

の
20
人
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

︿
解
き
方
﹀ 

イ
ラ
ス
ト
を
ヒ
ン
ト
に
し
て
、
二
重
ワ
ク
の
５
文

字
を
う
ま
く
並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
？

答え「とらのぱんつ」
　　  （虎のパンツ）

―
―
ヨ
コ
の
カ
ギ
―
―

１
　�
３
月
は
双
子
座
・
牡
羊

座
・
オ
リ
オ
ン
座
な
ど
が

見
ら
れ
ま
す

３
　�

顔
つ
き
。
目
鼻
だ
ち
。
十

人
十
色
の
…
…

７
　�

こ
と
わ
ざ
。
困
っ
て
い
る
時

に
都
合
よ
く
助
け
が
き
た

９
　�

二
つ
で
一
組

10
　�

ケ
チ
ャ
ッ
プ
に
も
す
る
野

菜

12
　�

首
都
は
バ
グ
ダ
ッ
ド

14
　�

水
清
け
れ
ば
…
…
す
ま
ず

15
　�

粋
で
は
な
い
ね
え

16
　�

運
…
…
、宿
…
…
、…
…
金

17
　�

昔
は
「
蛍
の
光
」、今
は
「
旅

立
ち
の
日
」
を
歌
う
学
校

も
多
い
そ
う
で
す

20
　�

鉛
筆
や
り
ん
ご
の
中
心
部

21
　�

大
工
道
具
の
一
つ
で
す

―
―
タ
テ
の
カ
ギ
―
―

１
　�

３
月
14
日
は
…
…
デ
ー

２
　�

…
…
先
三
寸
の
お
し
ゃ
べ

り

３
　�

横
に
歩
き
ま
す

４
　�

サ
ッ
カ
ー
の
反
則
の
ひ
と

つ
。
…
…
サ
イ
ド

５
　�「
冷
却
」
の
反
対
語
は
？

６
　�

選
手
権
保
持
者
。
優
勝
者

８
　�「
再
構
築
」
の
英
略
語

11
　�
う
ず
も
れ
て
見
え
な
く
な

る
こ
と
で
す

13
　�「
し
ん
ち
ゃ
ん
」
と
言
え
ば

14
　�

前
金
。
手
付
け
金

15
　�

シ
ロ
ツ
メ
グ
サ
や
ナ
ズ
ナ

は
春
の
代
表
的
な
…
…
で

す

18
　
入
れ
歯

19
　�

商
品
が
市
場
で
売
買
さ
れ

る
価
格

ク
イ
ズ
当
選
者
（
敬
称
略
）

　
元
明
千
奈
美
　
　
古
市
　
彰
久

　
今
井
　
直
子
　
　
坂
ノ
上
四
雄

　
池
田
　
智
子
　
　
宮
田
　
　
徹

　
仲
山
　
幸
代
　
　
前
田
　
郁
夫

　
児
玉
　
俊
子
　
　
田
中
　
幸
二

　
中
島
　
麗
乃
　
　
角
之
上
賢
也

　
山
下
　
重
子
　
　
下
川
　
吉
幸

　
大
園
由
美
子
　
　
冨
永
　
栄
二

　
宮
脇
　
恵
子
　
　
山
内
　
大
輔

　
有
馬
　
　
忍
　
　
下
野
　
一
夫

九州労働金庫の定める保証機関保 証 機 関

県内の中小企業にお勤めの
方ならどなたでもご相談い
ただけます。

月・火・木・金曜　10：00～ 19：00
土曜・日曜　10：00～ 17：00
（水曜・祝日は休業）

http://kyusyu.roukin.or.jp
＊九州ろうきんホームページアドレス

＊全労済ホームページアドレス

＊労福協ホームページアドレス
http://www.zenrosai.coop

http://kagoshima-rofuku.jp/

1 0120ー２６２ー２５２
? 099ー２３９ー１３２０

別途保証料（年0.7％・年1.0％・年1.2％のいずれか）が必要となります。

勤労者ファミリー資金融資
金利が下がりました！

 
 

 

　全労済鹿児島は、2015年3月23日に創立55周年をむかえます。現在、55
周年事業計画活動の一環で、重点共済の取り組み展開中です。

別途保証料（年0.7％・
年1.0％・年1.2％の
いずれか）が必要と
なります

「奨学金被害の現状と課題」を知る講演会
開催のお知らせ

１．霧島会場
　①日　　時　2015年2月21日（土） 10時～11時30分（予定）
　②会　　場　国分シビックセンター 国分公民館 大会議室

（霧島市国分中央3丁目45-1　☎ 0995-64-0920）
　③問合せ先　姶良伊佐地域労働者福祉協議会
                                                        ☎ 0995-44-9635

２．奄美会場
　①日　　時　2015年2月21日（土） 18時30分～20時（予定）
　②会　　場　奄美市ＡiＡiひろば 2階

（名瀬市末広町14-10　☎ 0997-52-1778）
　③問合せ先　奄美地域労働者福祉協議会
                                                        ☎ 0997-54-0540

３．講師　奨学金問題対策全国会議　事務局長
　　　　　　　弁護士　岩重　佳治

（一社）鹿児島県労働者福祉協議会


